
 日本における竜巻発生確認数は、気象庁によると年約２５件（２００７～２０

１３年海上竜巻を除く）となっています。 

 風速５０m/s 前後であるＦ（藤田スケール）１，２クラスがときどき、Ｆ３

クラス（６～７０m/s）が数年に一度発生する頻度で、年を通して発生しますが

、とくに９月と１０月が多くなっています。また、世界で発生する竜巻の８割

を占める米国では、年平均１千件発生しおよそ５０人が犠牲となっています(米

国ではトルネード) 

 平成２４年５月の茨城・栃木や昨年９月の埼玉・千葉を襲った竜巻は、多大

な人的・物的被害をもたらしましたが、この時の竜巻の恐ろしさは、残された

多くの映像とともにまだ記憶に新しいのではないでしょうか。 

 竜巻の発生は、現在解明の途上で未解明の部分も多く残されていますが、多

くの場合スーパーセル（巨大積乱雲）や積乱雲に伴って出現します。たいてい

の場合、地上にある渦が上昇流によって引き延ばされ、上空に向け延長するこ

とで発生しますから、起伏が少なくいわばきれいな渦ができやすい海上での発

生が多くなっています。また、スーパーセル内では、激しい上昇流が生じてい

るため、豪雨やひょう、ダウンバーストといった激しい現象が起こることもあ

ります。 

 竜巻と混同されるのがじん旋風です。これは晴れた日に強い日射による上昇

流や風の収束で起きるもので、積乱雲を母雲とする竜巻とくらべ、晴天時に起

きるところが大きな相違点といえます。 

 積乱雲が急激に発達して竜巻ができるため、地域や程度を示しての予想はか

なり難しいのですが、平成２０年から雷注意報を補足する情報として「竜巻注

意情報」が気象庁より発表されるようになりました。 

 これは竜巻やダウンバーストといった激しい突風に対して注意を呼び掛ける

情報で、有効期間は発表から１時間となっています。また、従来のレーダーだ

けではなく、発生から消滅までの時間が短い積乱雲の発生を、時間的・空間的

に緻密に観測できる新しいレーダーの整備が始まり、将来の予測精度向上に期

待がもたれています。 

 不意に厚い雲に覆われたかと思うと、突然目の前に地物を巻き上げながら現

れる竜巻は、ある程度時間的余裕があり予測もつく他の現象とくらべても、極

めて特異な現象といえるでしょう。 

 これから積乱雲の発生が増える時期がやってきます。情報や天気の急変など

に注意するとともに、竜巻に遭遇した場合の適切な避難についても、あらかじ

め考えておきたいものです。 



 

 

 


